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事前線量測定結果を入力することで除染前後の空間線量率マップを出力する解析ツール CDEを用いて、地

図上に 5m メッシュで線量率を描写させ、線量低減効果および除染後施設で働く作業員の被ばく線量を確認

した。高線量が残る箇所について追加の除染メニューの効果も CDEで確認し、工事計画に反映した。工事後

の事後線量測定では、解析の通り線量が下がってることを確認し、計画通り工事は完了した。 
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1. 緒言 

工事開始前に、工事前後の精密な線量分布図が得られると、作業内容の効果が確認でき、費用対効果の観

点から作業実施の要否や実施範囲を決定するうえで、非常に有効な情報となる。そこで、工法ごとの除染効

果のデータを取り込める解析ツール CDEを用いた被ばくシミュレーションを本工事に適用した。 

 

2. 空間線量率マップの利用方法 

図１左は、事前測定結果を反映させた工事前の空間

線量率マップで、敷地内の高線量箇所が把握できるた

め、作業時の装備や高線量箇所の作業員への周知など

に用いた。図の作成に用いた事前測定結果は 30mメッ

シュを基本に取得したもので、ホットエリア（線量の

高い 5m 四方程度）が見つかった場合は、その情報も

解析の入力に追加している。 

図 1右は、工事後予想される空間線量率マップで、

造成工事、堆積有機物の除去、舗装面の高圧洗浄、ホ

ットエリアの土壌剥取などの効果が反映された結果

で、工事内容を決定する資料として用いた。中央の埋

立地は、深部まで浸透が確認されたため、草刈りのみ

となった箇所である。 

 

3.結論 

解析ツールは、5mメッシュで線量分布を表現できるため、施設内で働く人の担当場所ごとに被ばく線量の

積算が可能で、きめ細やかな評価が行えた。工事完了後 10mメッシュで行ったドローン事後測定結果は全般

的に解析結果より線量が低かった。夏の雨の合間を縫っての測定で、地面が湿っていたたことも原因のひと

つと考えられた。条件をそろえた比較が行える解析評価は重要で、より正しい判断が行える場合もある。 
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図 1 工事前後の空間線量率解析結果 
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